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産業廃棄物処理計画書

令不日6年年 6月 13日

大分県知事  佐藤 樹一郎 殿

提出者

住 所 大分県速見郡日出町大字豊岡1826番地
氏 名 株式会社ホープ再油

代表取締役 徳光 修治
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電話 :番号  0977-72-0348

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 株式会社ホープ再泊

事 業 場 の 所 在 地 大分県速見郡日出町大字豊岡1826番地

計 画 期 間 令和6年4月 1日 から令和7年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 産業廃棄物処理業

②事 業 の 規 模

② 従 業 員 数 19人

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

別紙添付

(日本工業規格 A列 4番 )



(第 2面 )
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産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

排   出  量 t t

①現状 (これまでに実施した取組)

別紙添付

【目標】

産業廃棄物の種類

排   出  量 t t

②計画 (今後実施する予定の取組)

別紙添付

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

別紙添付

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

②計画
別紙添付
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(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行つた

産業廃棄物の量
t t

①現状
(これまでに実施 した取組 )

別紙添付

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

別紙添付

自ら行う産業廃乗物の中間処理に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

産業廃棄物の量
t t

①現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
t t

(これまでに実施した取組 )

別紙添付

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
t t

(今後実施する予定の取組)

別紙添付

②計画
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自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

t t

①現状

(これまでに実施した取組)

別紙添付

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

別紙添付

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t t

①現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(これまでに実施 した取組 )

別紙添付

,



(第 5面)

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 t t

t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

別紙添付

※事務処理欄



管 理 体 制 図

)

代表取締役

統括管理責任者 (受入廃棄物可否)

産業廃棄物処理委託契約書 (収集運搬含む)

管理責任者

産業廃棄物収集運搬業務

燃料代替品運搬業務

(セ メント会社向け燃料代替品含む)

油泥分離施設混合施設油水分離施設

―‐

'



産業廃棄物処理計画書

*産業廃棄物の抑制に関する事項

【前年度(令和 5年度)実績】

・産業廃棄物の種類(汚泥・金属くず・鉱さい。廃プラスチック類・廃油)

・り,出量(2,365,89t)

①現状 (これまでに実施した取組)

・各種製造業生産工程で排出される廃棄物の総合的な見直し等の実施。

・上記排出事業者への定期修理工程の年間スケジュールの提出依頼の実施。

【目標】

・産業廃棄物の種類(汚泥・金属くず・鉱さい。廃プラスチック類・廃油)

。,F出量(2,000t)

②計画 (今後実施する予定の取組)

・各種製造業生産工程で排出される廃棄物の総合的な見直しを含め、中間処理(油水分離

混合・油泥分離)に合った対応可能な産業廃棄物の選定を実施する。

・資源化有効利用へ可能な産業廃棄物の選定を実施する。

*産業廃棄物の分別に関する事項

①現状 (分別 している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・特に実施 していない。

②計画 (今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・特に実施していない。

*自 ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度(令和 5年度)実績】

,産業廃棄物の種類(汚泥・廃油)

・自ら再生利用を行う産業廃棄物の量 (2,076.21t)

①現状 (こ れまでに実施した取組)

。各種油系廃棄物に関して、廃棄物データシート(WDS)の提出義務付けを実施する。

・各種製造業生産工程で排出される廃棄物の総合的な見直しを実施する。



【目標】

・産業廃棄物の種類(汚泥・廃油)

。自ら再生利用を行う産業廃棄物の量((2,500t)

②計画 (今後実施する予定の取組)

・廃棄物データシート(WDS)の提出義務付けを実施する。

・排出事業者の定期修理工程の年間スケジュールに沿った産業廃棄物の処理の実施。

・セメント会社向け燃料代替品の委託量の増加を含め実施する。

*自 ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度(令和 5年度)実績】

・産業廃棄物の種類(汚泥・廃油)

。自ら熱回収を行った産業廃棄物の量

。自ら中間処理により減量した産業廃棄物の量

①現状 (こ れまでに実施した取組)

・セメント会社向け燃料代替品の委託量の増加を含め実施している。

【目標】

・産業廃棄物の種類(汚泥・廃油)

・自ら熱回収を行う産業廃棄物の量

・自ら中間処理により減量する産業廃棄物の量

②計画 (今後実施する予定の取組)

・セメント会社向け燃料代替品の委託量の増加を含め実施する。

*自 ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度(令和 5年度)実績】

・産業廃棄物の種類(汚泥)

・埋立処分を委託した産業廃棄物の量 (121.28t)

①現状 (こ れまでに実施した取組)

汚泥残澄物(固化物・異物混入付着物)の資源化有効利用への検討をする。

【目標】

・産業廃棄物の種類 (汚泥)

。自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う産業廃棄物の量
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②計画 (今後実施する予定の取組)

・資源化有効利用へ可能な産業廃棄物の選定を実施する。

*産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(令和 5年度)実績】

・産業廃棄物の種類(汚泥・金属くず・鉱さい
。廃プラスチック類・廃油)

・処理委託量(優良認定処理業者)

・処理委託量(再生利用業者)(2,180.67t)

・処理委託量(認定熱回収業者)

・処理委託量(認定熱回収以外の熱回収を行う業者)(63.94t)

①現状 (これまでに実施した取組)

・委託基準に沿って、産業廃棄物を委託できる処理業者を選定し、書面による契約を実施

している。

・セメント会社向け燃料代替品による資源化有効利用の活用を実施している。

(セ メント会社向け石炭代替品(燃料代替品)の資源化有効活用(排出量の87.75%))

【目標】

・産業廃棄物の種類(汚泥・金属くず・鉱さい
。廃プラスチック類・廃油)

・処理委託量(優良認定処理業者)

・処理委託量(再生利用業者)(2,500t)

・処理委託量(認定熱回収業者)

。処理委託量(認定熱回収以外の熱回収を行う業者)(100t)

②計画 (今後実施する予定の取組)

・可能な限り優良認定処理業者から選定する。

・資源化有効利用による、再生利用業者 (セメント会社向け燃料代替品)の委託量の増加を

含め実施する。

・委託処理業者には定期的に現地確認を実施する。


